
文字サイズ 小 中 大

ラピタメンバーズログイン新規会員登録はこちら  |

ホーム >  レポート・コラム一覧 >  【マレーシアレポート】マレーシア・ミッション マレーシアハラル現地事情調査団レポート

レポート・コラム一覧にもどる

レポート・コラム

日・ASEAN友好協力40周年記念事業

【マレーシアレポート】マレーシア・ミッション マレーシアハ

ラル現地事情調査団レポート

報告者：株式会社JTBコーポレートセールス　第五事業部　営業企画MGR　石毛照栄

2013年4月2日(火)～4日(木)にマレーシアハラルマーケットを知っていただくための

中身の濃い調査ツアーを実施いたしました。主催会社である株式会社JTBコーポレ

ートセールスの石毛氏のレポートによるツアーの様子をお届けします。

*本レポートは簡易版です。詳細を東京・大阪でのセミナーにて発表いたします。ぜひ下記リンクよりお申込みく

ださい。満席につきお申込み受付は締め切らせていただきました。ありがとうございました。

2013年6月19日　マレーシア・ハラルに対するビジネスと投資の機会セミナー（東京）　入場無料・事前登録制

2013年6月20日　マレーシア・ハラルに対するビジネスと投資の機会セミナー（大阪）　入場無料・事前登録制

　世界のムスリム（イスラム教徒）人口は2010年に16億人に達し、2030年には22億人と世界人口の約26.4％を占めると予

測されています 。企業の課題解決や海外進出の支援を手がける当社では、ムスリム市場へ期待を寄せる食品加工産業や

化粧品、医薬品業界等の製造業を対象に、ムスリム市場参入には欠かせないマレーシアの「ハラル」 事情を視察するツア

ーを企画しました。

　ASEAN諸国の中でも安定的な経済成長を遂げるマレーシアではイスラム教が国教であり、国策の一つとして「グローバ

ル・ハラル・ハブ」 を推進しています。マレーシア連邦政府首相府イスラム開発局（JAKIM）は国の外郭機関としてハラル認

証を行っており、マレーシアのハラル認証制度は国際的に高く信頼されています。ハラル認証を受けた企業はマレーシア市

場のみならず、その先のムスリム市場への参入拡大が期待できます。また近年、ハラルはトレーサビリティー（製造から流通

過程まで）が確立している点からも、環境や衛生、健康面で安全・安心であると理解されるようになり、ムスリム以外の人にと

っても更なる需要拡大が見込まれます。

　本視察ツアーは、現地最新投資やハラル事情、進出に関する注意点等の説明をマレーシア政府機関ならびに日本の公的

機関から受けるとともに、現地企業のハラル商品製造工場の視察や、マレーシア国際ハラル見本市の入場視察、既にマレ

ーシアへ進出している日系企業との交流会等を開催しました。

∗1出典：非営利機関Pew Research Center's The Future of the Global Muslim Population, 2011年1月27日発表）

∗2ハラル認証：イスラム教が摂取を禁じている豚肉やアルコール等を使わないなど戒律に従って製造したことの証明をいう。

∗3グローバル・ハラル・ハブ：イスラム教国という特色を生かし、ムスリムが集中している中東や東南アジア市場へのビジネスハブを目指す戦略。

ミッションのポイント

マレーシア政府機関による最新投資・ハラル市場現状・現地中小企業現状の提供

MIHAS（マレーシア国際ハラル見本市）視察

ショッピングセンター、小売り現状の視察

マレーシア企業ハラル商品製造工場視察（ハラル団地、もしくは工業団地）

日本公的機関による現地日系企業進出状況や注意点などの情報提供

マレーシア政府機関並びに日本公的機関とのネットワーキング構築

マレーシア進出済日系企業とのネットワーキング構築

　各マレーシア政府機関による投資状況、ハラル市場現状、現地中小企業の現状等に関するプレゼンテーションとQ&Aの機

会を創出した視察ツアーとなりました。

　参加者の皆様は真剣に海外進出を検討されているので、Q&Aは時間をオーバーするほど白熱したものに。
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　MIHAS (Malaysia International Halal Showcase:　マレー

シア国際ハラル見本市)は、マレーシア貿易開発公社が主催。

今年で10回目を迎え、ハラル専門展示会としては最大規模の

見本市です

　今年はマレーシア企業＆国際企業345社が出展しており、マ

レーシア国内＆海外バイヤーとの商談が活発に行われていま

した。

　クアラルンプール市内より、車で1時間ほど遠方のセランゴー

ルハラルパーク （ハラル工場団地）を視察しました。

　人気のあるハラルパークだけあり、すでに90%ほどは完売し、

土地＋基本インフラの販売のため、現在稼働されている工場は

数社のみですが、建設中の工場もあり、今後稼働する工場は増

える予定だそうです。

∗4 ハラルパーク：ハラル製品製造およびハラル関連サービスが立地する工

場団地。

　マレーシア企業のハラル食品製造工場を視察させていただき

ました。

　飲料の工場ですが、ほとんど手作業での工程が多く、従業員

はマスク、ヘアーキャップを着用し、基本的な衛生管理を行って

いることがうかがえました。

　東南アジア最大級のショッピングモールであるミッドバレーメガ

モールのイベントスペースにて、視察当日は日本車のプロモー

ションが行われていました。

　吹き抜けのイベントスペースには多くの来場者があり日本車

への注目の高さがうかがえます。

　地元のスーパーマーケット、Village Grocerを視察しました。

ハラル認証は食品加工商品においての需要が高いのですが、お米売り場にて、マレーシアハラル認証であるJAKIM  のロ

ゴが表記されているお米がありました。

　日本語表記していることからジャパンブランドへ憧れが読み取れます。

　また日系総合スーパーを視察した際にはお寿司、お惣菜コーナーが日本語表記されており、日本食の人気がうかがえまし

ラピタパートナー
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∗5 JAKIM：マレーシア連邦政府首相府イスラム開発局。（マレーシアのハラル認証は国の外郭機関としてのJAKIMが行う）

本レポートは簡易版です。詳細を東京・大阪でのセミナーにて発表いたします。ぜひ下記リンクよりお申

込みください。満席につきお申し込み受付は終了させていただきました。

2013年6月19日　マレーシア・ハラルに対するビジネスと投資の機会セミナー（東京）　入場無料・事前登録制

2013年6月20日　マレーシア・ハラルに対するビジネスと投資の機会セミナー（大阪）　入場無料・事前登録制
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